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木村定三コレクションM2209《藍絵花鳥文瓢形長頸瓶》について

愛知県陶磁美術館 長久 智子

はじめに
木村定三コレクションには、全体からの割合としてはごくわずかではあるが、６件のデル

フト陶器を含む８件のヨーロッパ陶磁が含まれている。日本・中国・朝鮮半島の美術・工芸
作品を網羅する氏のコレクションの中では異色のこれらヨーロッパ陶磁であるが、一風変
わった情緒を席にもたらすことを期待して、茶道具の一として氏のコレクションに加えられ
たものとみられる。日本では請来したデルフト陶器やイギリス、フランス陶器等を、それを
運んできたオランダ東インド会社の人々にちなんで「阿蘭陀焼」と呼び、本来は薬壺（いわ
ゆる「アルバレッロ」）や鉢などであるものを、茶道具の水指や建水、あるいは茶入や茶碗
に見立てて用いた。矢崎格氏によると、記録では早いものに織田長益（有楽斎、1547-1622）
の所持していた茶道具目録である『御数寄道具之帳』（寛永15（1638）年10月６日の表紙書）
に「おらんだ花入」の一語があり、これが初出とみられる。金閣鹿苑寺住持鳳林承章（1593-
1668）の日記である『隔冥記』（寛永12（1635）年から寛文８（1668）年まで）中、慶安４（1651）
年１月８日の項に「ヲランダ焼」の見事な小徳利（小型の花瓶か）を贈られた記事がある（註1）。
出土例では大阪・堺環濠都市遺跡出土の白釉アルバレッロ片が古く、慶長20（1615）年頃
の年代を充てられている。また、徳川秀忠（1579-1632）墓からも同じく白釉アルバレッロ
が出土している（註2）。17世紀第二四半期頃にはすでに日本へデルフト陶器やイギリス、フラ
ンス陶器がオランダ人によって運ばれており、茶道具へ見立てられていった。木村定三コレ
クションの中のヨーロッパ陶磁は、茶道具としての「阿蘭陀焼」に括ることができるだろう。

小稿は木村定三コレクションのこれら「阿蘭陀焼」の中でもとりわけて大型のデルフト窯
製品《藍絵花鳥文瓢形長頸瓶》（M2209）に焦点をあて、その位置づけを試みるものである。

Ⅰ 作品の概要
（法量）
高 61.5cm
口径 13.5cm
胴径 33.0-35.3cm
高台径 19.0cm 接地面幅 1.8cm
1  矢崎格編「資料編」（展覧会図録『阿蘭陀』1987年、根津美術館）pp.116-126.
2  鈴木裕子「日本出土のオランダ陶器―17・18世紀を中心に―」（展覧会図録『エドウィン・ファン・ドレヘト・コレクショ

ン オランダ陶器―響きあう東と西―』1995年、朝日新聞社文化企画局東京企画部）pp.138-143.
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（生産地）
オランダ デルフト窯

（製作年代）
17世紀末から18世紀第一四半期

（胎）
淡く黄味を帯びた白色の胎土で、黒色の小

粒がやや混じる。粒子は細かく、よく精製さ
れている。いわゆる軟質の陶胎（図版１ カ
ラー口絵 pp.8）。

（形）
轆轤を用いた型成形。胴中央部で上部と下

部を継ぐ。高台と接地面（畳付）の切り替え
部分は削りを入れる。円形の口は喇叭形に開く。頸部は円筒形から次第に面を生じ、下部の
膨らみ部分で八角の面取りを加える。各面の中には浅いリブを４条加える。大きく開いた口
からやや細めた長い頸、中を絞った膨らんだ胴で成る、いわゆる瓢

ひ さ ご

形の瓶である。なお、口
縁内側にも施釉されてはいるが、本作品と同タイプの作例で蓋を伴うものもあるため、本来
共伴する蓋のあった可能性は否定できない。

（釉）
錫白釉。やや青味がかった失透性の白色。

口縁部分から胴内面、また外面全面施釉。高
台接地面部分は釉を拭い、高台裏は施釉。高
台裏の施釉は一部拭ったような痕跡がある

（図版２）。ピンホールが多く、口縁部分や高
台部分には釉の剥離がある。

釉に溶け込むかたちで酸化コバルトを添加
した青色顔料で絵付けを施す。やや紫味を帯
びた濃紺色を呈している。

（文様）
八角の面取りをひとつの画面とみて、胴部上部に４面、下部に８面、東洋風の花鳥図を描

く。それぞれの花鳥図は一面ずつ異なる。花鳥図と花鳥図の間には花卉文の文様帯を挿入す

図版１  マイクロスコープによる胎土の
拡大写真

図版２ 高台裏
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る。文様帯の両端部分には如意頭形、胴締め部分の文様帯には屈
ぐ り

輪文を用いる。均等な太さ
の筆で線描きを基本とし、一部は濃淡を使い分けてグラデーションを付ける。文様帯では背
景部分を塗りつぶし、白抜き文とする部分もある。運筆は決して滑らかではなく、数mmか
ら数cm間隔で頻繁に筆を継いでいる。総体、器胎全面に入るリブの上にこれほど細かく図
柄を描きこんでゆくことは容易ではなかったはずであるが、破綻なくまとめている。

（銘）
高台裏に釉下にコバルト彩の銘。「F」「５」

「２」と読みうる記号が縦方向に書き込まれ
る（図版３ カラー口絵 pp.8）。通例こうし
た記号は製陶所や製品型番であることから、
本作品のこの記号も同様に製陶所を示すも
の、あるいは製品の型番等を示すものと推測
できるが、現段階では不明である。

以上のような特徴を持つ本作品について、
以下の観点からさらに考察を加えてみたい。

Ⅱ 品質・用途・製作年代
（１）品質

オランダ（本稿に関わる時代はネーデルラント連邦共和国）において、窯業は中世に遡る
歴史をもつ。ヤン・ド・フリースとアド・ファン・デァ・ワウデの研究（註3）によると、オラ
ンダの窯業は農村部と都市部で分業されており、農村部では煉瓦、屋根瓦、床タイル、都市
部では陶器、装飾タイル、陶製喫煙パイプ（いわゆる「クレイパイプ」）が生産されていた。
すなわち17世紀以前には、錫釉と鉛釉とを用いた装飾性の高いマヨリカ陶器が、デルフトと
いう一都市でのみならず、オランダの他の都市―ハールレム、ロッテルダム、アムステルダ
ム、アーネム、マッカムなどでも生産されていた。そうした状況の中、17世紀第一四半期ま
での間にオランダ東インド会社が大量に輸入した中国製磁器によって国内生産品が厳しい競
合にさらされる中で、より白く高品質な錫白釉のファイアンス陶器へ切り替えることで忠実
な中国製磁器写しを試みたデルフトが一躍各都市の中で優位に立った。ファイアンス陶器は、
よく水簸した目の細かい陶土にさらに白色の動物骨灰粉を混入することで、白く収縮率の低
い胎を作り、その上に一見白磁にもみまがうような輝きを持つ錫白釉（「クワルト」）を掛け、

3  ヤン・ド・フリース、アド・ファン・デァ・ワウデ著、大西吉之、杉浦未樹訳『最初の近代経済：オランダ経済の成功・
失 敗 と 持 続 力 1500-1815』（2009年、 名 古 屋 大 学 出 版 会。 原 著：The First Modern Economy: Success, failure, and 
perseverance of the Dutch economy, 1500-1815 by Jan de VRIES and Ad van der WOUDE, 1997, Cambridge University 
Press.）pp.282-291.

図版３ 銘部分



78

製品を三点の支台の上に上向きに重ねて目痕を小さくし、匣
さ や

に入れて焼成することで、傷や
汚れのない磁器のような美しい釉膚を獲得したのであった（註4）。17世紀中頃に明朝から清朝
への過渡期の動乱で中国製磁器の輸入が途絶えると、代替品としてのデルフト産倣中国磁器
製品の需要が増すことになった。本作品もほとんど夾雑物のないきめ細かい胎土を用いてお
り、匣に入れて焼成したと考えられる。また器の大きさに比してほとんど歪みがなく、釉色
も均等であり、これら中国磁器の代替品としてのデルフトのファイアンス陶器の中でも、よ
り手間をかけた上級品の一とみてよい。

（２）用途
さてデルフト陶器の文様デザインは中国製

磁器、また後には日本製色絵磁器を流用した
ものであったが、器形については完全な模倣
ではなく、ヨーロッパでの使用に応じてバラ
エティに富んでいた。特に重要なデルフトの
器形は、家具の棚を飾る大型の装飾壺・瓶の
セットである。これは蓋付の壺と、口が大き
く外反する瓶（中国古銅器の「尊」に似せた）、
そして本作品のように丸く膨らむ胴部の中央
部を絞ったいわゆる「瓢

ひ さ ご

形」の瓶を、３口・
５口また７口と奇数個で組み合わせるもの
で、この壺飾りセットをオランダ語では
kaststel（カストステル）と呼ぶ。Kast（カ
スト）と呼ぶ背の高い家具の上にしばしば置
かれたからであるが、ほかにも暖炉飾り（マ
ントルピース）の上などにも置かれた（図版
４）。高級木材で作られた堅牢な大型家具の
上に並び置かれた陶器製の壺飾りはオランダ
の富裕な市民・商人たちの邸宅に欠かせない
ものだったのである。

木村定三コレクション中の大型瓢形瓶はこ
のカストステルに組み込まれる典型的な器形
の一である。必然的に、すでに散逸してしま
い、あるいは失われてしまったかもしれないが、少なくとも同型の瓢形瓶が１口、また同文

4  マヨリカ陶器からファイアンス陶器への技術革新については、フリッツ・スホールテン「オランダのマヨリカ陶と初期デ
ルフト陶器」（Frits SCHOLTEN, “ Dutch Majolica and Early Delftware”, 展覧会図録『エドウィン・ファン・ドレヘト・
コレクション オランダ陶器―響きあう東と西―』（1995年、朝日新聞社文化企画局東京企画部）収録、日本語訳：西田宏子）
pp.109-110に要約されている。

図版４
カストステル、1710-20年頃、オランダ
デルフト窯、（中央の壺）h. 50.2cm
棚（カスト）、1640-50年頃、オランダ、ロー
ズウッド・黒檀・樫製、h. 223.5cm、（１）

（２）ともシアトル美術館所蔵
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様の蓋付壺が１口、同時に製作されていたものであろう。また、先に述べたように本作品の
口縁内側部分は施釉されており、本歌である中国製磁器の瓢形瓶には蓋はないため、通常で
あれば無蓋と思われるのだが、カストステルの尊形・瓢形瓶の作例には蓋を伴うものもある

（図版５）ため、その存在も否定はできない。

（３）製作年代
本作品は1710-20年代に製作されたカストステルの壺・瓶と共通する要素を持っている。

すなわち①胴部を六角または八角に面取りし、それらの面はさらにリブを施すこと、②如意
頭文や屈

ぐ り

輪文、雑宝文などと花卉文あるいは花鳥図と組み合わせる東洋磁器風の文様スタイ
ルを持つことである。特に胴部の面取り、また金属器の装飾に由来するリブ装飾は1700年代
以前の飾り壺にはみられないもので、17世紀末から18世紀第一四半期にかけて登場する新し
いより装飾性豊かなスタイルである。他類似のカストステルの壺・瓶との共通点の整合から、
本作品の製作年代を17世紀末から18世紀第一四半期におくことに問題はないものと思われ
る。

Ⅲ カストステルの中の瓢形瓶
木村定三コレクションにはもうひとつ瓢形のデルフト窯製品《藍絵花鳥唐草文瓢形瓶》

（M1631）がある。これは高さ17.4cmで、底部は碁笥底となり、接地面（畳付）を釉剥ぎと
している。底面裏は施釉し、「１」「C」と読める記号を組み合わせたようなモノグラムが記

図版５
カストステル、1710-20年頃、オランダ デルフト窯、（中央の壺）h. 57.5cm、セーヴル磁
器美術館所蔵（inv.23 089）
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されているが不明である。このような高さ20cm程度の小型瓶はもともと室内を装飾する飾
り壺であったが、江戸時代中期から後期にかけて日本に請来されたのちは徳利に見立てられ、
伝世しているものが多いという（註5）。M1631はそうした茶陶の一としての「阿蘭陀焼」とし
て扱われたデルフト陶器である。こうしたデルフトの瓢形の瓶の本歌は、明時代末期（17世
紀前半）の中国・景徳鎮民窯の製品、日本人が呼ぶところの「古染付」「祥

しょんずい

瑞」に見出すこ
とができるもので、そういう点ではヨーロッパからの請来品といえども比較的日本人には受
け入れやすい、見立てやすい器形であった。

言い換えればカストステルの中の一として製作された本作品（M2209）は、瓢形の瓶とし
ては本歌にないほどの大きさにまで拡大されたものといえる。元来卓上で扱える程度の大き
さの瓶であったものが、おそらくは形の面白さから目を留められ、より大型の瓶へとヨーロッ
パでアレンジされたもの、それが本作品のようなカストステルの中の瓢形瓶なのである。

むすび
本作品はカストステルとしても大型の部類に入るサイズからも、またリブ装飾や細かい文

様帯や画の描き込みからも17世紀末から18世紀前半のデルフト窯製品の中でも上等品とし
て製作されたものと考えてよい。カストステルとして中央に置かれるはずであった大壺と、
本作品と対になるもうひとつの瓢形瓶とが並ぶ姿を想像すると圧巻である。カストへ載せる
にはもはや大きすぎる本作品は、残された絵画資料などから推測するに、マントルピース（暖
炉飾り）の中や、その傍へ並べ置かれたものかもしれない。木村定三コレクションの中の他
のデルフト窯製品が総じて小型で、まさに江戸時代から「阿蘭陀焼」として茶道具に見立て
られて伝世する類のものである中で本作品はこの時期のデルフト窯製品を代表する出色の出
来栄えを示している。また、日本国内にはこれほどの大型かつ質の高いデルフト窯製品はほ
とんど所蔵されておらず、そうした意味でも貴重な作品といえる。「デルフトの磁器」と呼
ばれた高級ファイアンス陶器の正統な出来栄えを日本伝世のデルフト窯製品からは窺い知る
ことが難しい中、本作品を通じてその姿を垣間見ることができるのである。以上の点から、
本作品は日本国内には珍しい、18世紀デルフト陶器のカストステルの代表作の一として位置
づけることができるだろう。

5  展覧会図録『阿蘭陀』1987年、根津美術館、pp.132-133. 茶陶として扱われた瓢形瓶の作例についてはカラー図版pp.48-51
を参照のこと。

図版出典
１ 撮影：愛知県美術館（長屋菜津子主任学芸員、副田一穂学芸員）
2・3 筆者撮影
４ J.EMERSON, J.CHEN and M.GATES, Porcelain Stories from China to Europe, 2000, the Seattle Art Museum, P.107.
５ H.-P. FOUREST, La faïence de DELFT, 1980, Office du Livres S.A., p.68.
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木村定三コレクションM2209《藍絵花鳥文瓢形長頸瓶》について
� （本文pp. 75-80）

藍絵花鳥文瓢形長頸瓶 M2209
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マイクロスコープによる胎土の拡大図
本文pp.76 図版1

高台裏 本文pp.76 図版2

銘部分 本文pp.77 図版3


